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kudasaimashi」 toitte, teineini ojigiwo shimashita

sokode otousannwa okaasannto musumewo

そこで　おとうさんは　おかあさんと　むすめを

tsurete, tenne nobotte ikimashita

つれて　てんへ　のぼって　いきました

そして　おひさまに　おひさま　おひさま　あなたは

yononakade ichiban erai okatadesu

よのなかで　いちばん　えらい　おかたです

douzo watakushino musumewo oyomeni moratte

どうぞ　わたくしの　むすめを　およめに　もらって

おとうさんは　びっくり　しました

「maa, anatayorimo eraikataga arunodesuka

まあ　あなたよりも　えらいかたが　あるのですか

くださいまし　といって　ていねいに　おじぎを　しました

suruto ohisamawa nikoniko nasarinagara

すると　おひさまは　にこにこ　なさりながら

「sorewa arigataiga, yononakaniwa watashiyori

それは　ありがたいが　よのなかには　わたしより

motto erai monoga aruyo」toosshaimashita

もっと　えらい　ものが　あるよ　とおっしゃいました

otousannwa bikkuri shimashita

♦次
つぎ

の文
ぶん

をひらがなになおしましょう。

ローマ字でむかしばなし 　　　　月　　　　　日

Nezumino yomeiri ③　［ねずみのよめいり］

soshite ohisamani, 「ohisama, ohisama, anataha

こたえ
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